
一般質問

問　

「
内
陸
型
国
際
総
合

物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
」
と

「
新
産
業
団
地
」
へ
の
取

り
組
み
は
。

答　

こ
の
構
想
は
、
「
広

域
交
流
都
市
こ
な
ん
」
を

実
現
す
る
た
め
、
①
国
際

物
流
の
円
滑
、
②
企
業
誘

致
の
促
進
、
③
雇
用
創
出

と
経
済
の
進
展
に
よ
る
地

域
振
興
と
、
あ
わ
せ
て
工

業
団
地
造
成
の
取
り
組
み

推
進
す
る
も
の
で
す
。

企
業
誘
致
は
雇
用
の

創
出
、
税
収
の
増
な
ど

に
極
め
て
有
効
な
手
段

の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
ま

ち
の
活
性
化
に
結
び
つ

く
も
の
で
す
。
市
で

は
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

や
仲
介
業
者
な
ど
と
の

情
報
交
換
を
随
時
実
施

し
、
ま
た
、
県
や
市
内

問　

人
生
の
大
切
な
門
出

に
、ま
た
、新
し
い
家
族
が

誕
生
し
た
記
念
に〝
華
〟を

添
え
る
サ
ー
ビ
ス
を
始
め

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

2
人
が
想
い
を
込
め
て
用

意
し
た
届
出
用
紙
は
、手

元
に
残
り
ま
せ
ん
。

答　

湖
南
市
で
は
、
年
間

約
2
6
0
件
の
婚
姻
届
と

約
4
8
0
件
の
出
生
届
を

受
理
し
て
い
ま
す
。
提
案

の
内
容
に
つ
い
て
は
、2
人

の
新
し
い
門
出
、ま
た
家
族

の
誕
生
を
お
祝
い
す
る
と

と
も
に
、記
念
に
残
る
市
民

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、実
施
内

容・方
法
に
つい
て
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

の
関
係
団
体
と
の
情
報

交
換
も
行
い
、
企
業
誘

致
の
働
き
か
け
を
行
っ

て
い
ま
す
。

問　

市
内
進
出
企
業
誘
致

へ
の
優
遇
策
は
。

答　

企
業
立
地
へ
の
優
遇

制
度
は
、
国
や
県
の
制
度

活
用
や
、
市
の
優
遇
策
の

実
施
に
よ
る
費
用
対
効
果

を
検
証
し
、
経
済
情
勢
を

勘
案
し
つ
つ
、
効
果
的
な

支
援
策
の
検
討
を
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
内
陸
型
国
際
総

合
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
」
な

ど
の
整
備
に
よ
り
、
企
業

の
物
流
コ
ス
ト
や
リ
ー
ド

タ
イ
ム
の
削
減
が
可
能
に

な
り
、
物
流
の
効
率
化
と

地
域
企
業
の
活
性
化
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

問　

自
転
車
利
用
者
の
損

害
賠
償
保
険
加
入
の
義
務

化
の
動
向（
県
の
条
例
案
）

に
つ
い
て
。

答　

加
入
関
係
は
、周
知

期
間
を
経
て
10
月
1
日
か

ら
義
務
化
さ
れ
ま
す
。条

例
で
は
、そ
の
他
に
学
校
、

家
庭
地
域
で
の
自
転
車
交

通
安
全
教
育
の
重
要
性
が

明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
」の
取

り
組
み
は

問　

2
0
2
0
年
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
大
会
に
向
け
、参
加

国
を
受
け
入
れ
て
交
流
を

図
る
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し

て
の
取
り
組
み
は
。

答　

参
加
国
な
ど
と
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
教
育
文
化
の

向
上
及
び
共
生
社
会
の
実

現
を
目
的
と
し
た
交
流
の

機
会
は
、大
変
貴
重
で
あ

り
、人
材
育
成
な
ど
で
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。今
後
、県
関
係
機

関
と
協
議
し
、調
査
・
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「まちづくり−経済活性化策」
         　　　　　　　　　について

記念日に「オリジナル
　　　　　　婚姻届・出生届」を
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